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【今月号の主な内容】

まちの話題＝第61回社会を明るくする運動、祓川の水生生物調査、
明星会館に憩(いこい)の広場オープン、ほか ……２～４Ｐ　　　　　

平成23年第２回明和町議会定例会、福祉医療費助成制度のお知ら
せ、省エネと節電対策のお願い、ほか ……５～９Ｐ　　　　　

ひとまちふれあい企画、いつきのみや歴史体験館・ふるさと会館
からお知らせ、各種お知らせ、ほか ……10～15Ｐ

明和町行政チャンネル番組表、ほか ……16Ｐ

広広広広報報報報めめめめいいいいわわわわ

三重県 明和町 広報紙

８８月月号号
平成 2 3 年 ( 2 0 1 1 年 )

明和町消防団の夏季集中訓練。関係記事は５ページをご覧ください。
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まちの話題
広報めいわ ８月号

平成23年
(2011年)

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

明
和
町
で
も
、
保
護
司
会
や
町

更
生
保
護
女
性
の
会
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
、
日
ご
ろ
か
ら
あ

い
さ
つ
運
動
や
啓
発
活
動
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
参
加
活
動
な
ど
、

各
種
地
域
活
動
を
幅
広
く
展
開
し

て
い
ま
す
。

６
月
20
日
、
多
気
郡
保
護
司
会

【犯罪や非行を防止し 立ち直りを支える地域のチカラ】

第 6 1 回 社 会 を 明 る く す る 運 動
強調月間の７月 町内各所で啓発活動を展開

町長（写真右）に法務大臣の書状を伝達する多気郡保護司会の皆さん

(

村
川
　
浩
会
長
）
の
皆
さ
ん
が

明
和
町
役
場
を
訪
れ
「
第
61
回
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
〜
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」
へ
の
協

力
に
つ
い
て
、
法
務
大
臣
か
ら
の

書
状
を
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
７
月
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
を
前
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
更
生
保
護
へ
の

理
解
と
参
加
を
求
め
た
も
の
で

す
。強

調
月
間
中
は
、
公
共
施
設
等

へ
の
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕

設
置
を
は
じ
め
、
７
月
１
日
の
朝

は
近
鉄
明
星
駅
、
２
日
に
は
大
淀

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
安
全
祈

願
祭
会
場
で
、
４
日
の
朝
は
近
鉄

斎
宮
駅
で
、
そ
れ
ぞ
れ
保
護
司
会
、

明
和
町
更
生
保
護
女
性
の
会
、
各

地
区
代
表
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
な

ど
が
参
加
し
、
各
種
啓
発
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

明
和
町
の
保
護
司
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（

順
不
同
）

野
畑
久
子
さ
ん
（
金
剛
坂
）
、

田
端
好
司
さ
ん
（
中
海
）
、
岸
江

輝
雄
さ
ん
（
明
星
）、
吉
田
は

子
さ
ん
（
斎
宮
）
、
松
平
信
孝
さ

ん
（
新
茶
屋
）、
大

伸
子
さ
ん

（
山
大
淀
）、
北
岡
　
泰
さ
ん
（
上

野
）、
小
林

久
さ
ん
（
志
貴
）

こ
の
ほ
ど
、
元
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
中
谷
　
侃
さ
ん
（
佐
田
）

が
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受

賞
。
７
月
２
日
に
志
摩
市
で
行
わ

れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
研
修
会
の
席
上
で
、
表
彰
状

が
中
谷
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。中

谷
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
12
月

か
ら
平
成
22
年
11
月
ま
で
８
期
24

年
間
、
民
生
委
員
と
児
童
委
員
を

務
め
ま
し
た
。
そ
の
間
、
上
御
糸

地
区
代
表
委
員
や
明
和
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
役
員
を
歴
任

中
谷
さ
ん
に

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

【
24
年
間
の
功
績
を
た
た
え
】

す
る
ほ
か
、
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
会
長
表
彰
や
三
重
県

知
事
表
彰
な
ど
を
受
賞
。
長
き
に

わ
た
り
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
に
あ
た
り
中
谷
さ
ん
は

「
こ
の
た
び
の
受
賞
は
大
変
光
栄

で
す
。
現
代
の
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
今
後
は
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
話
し
合
っ
た
り
、
お

互
い
に
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る

よ
う
な
機
会
づ
く
り
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

厚生労働大臣からの表彰状を手にする中谷さん

元

民
生
・

児
童
委
員
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
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大
淀
小
学
校
の
児
童
た
ち
が

ク
リ
ー
ン
集
会
で
海
岸
清
掃

６
月
24
日
、
大
淀
海
岸
で
大
淀
小
学
校

の
「
ク
リ
ー
ン
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
淀
海
岸
を
「
み
ん
な
で
協

力
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
や
っ
て

く
る
き
れ
い
な
浜
に
し
よ
う
」
と
、
毎
年

こ
の
時
期
と
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の

９
月
に
、
全
児
童
で
海
岸
の
清
掃
と
美
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

縦
割
り
の
「
な
か
よ
し
班
」
に
分
か
れ
、

「
浜
辺
の
集
会
」
で
砂
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
を

楽
し
ん
だ
後
、
海
岸
で
清
掃
活
動
を
行
い

明
和
A
I
R

J
A
M
の

子
ど
も
た
ち
が
海
岸
清
掃

７
月
10
日
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー

ム
・
明
和
A
I
R

J
A
M
（
エ
ア
ー
ジ
ャ

ム
）
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大
淀
海
岸
の
清

祓
川
の
水
生
生
物
調
査

斎
宮
・
下
御
糸

各
小
学
校
の
児
童
た
ち

６
月
13
日
に
斎
宮
小
学
校
、
15
日
に
下

御
糸
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

祓
川
で
水
生
生
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
を
流
れ
る
自
然
豊
か
な

祓
川
の
生
物
調
査
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
に
、
河
川
環
境
や
水
質
問
題
な
ど
へ
の

興
味
と
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
地

元
自
治
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
斎
宮
小
学
校
で
は
５
年
生

児
童
76
人
が
６
月
13
日
の
午
後
、
祓
川
橋

上
流
付
近
を
調
査
。
む
ら
お
こ
し
・
さ
い

く
う
祓
川
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
カ

松阪リトルの深瀬さんが
町長に全国大会出場を報告

少年硬式野球チーム・松阪リトルリーグに所属する

明和中学校１年生の深瀬凌太郎さん（斎宮）が、６月

22日に明和町役場を訪れ、中井町長にチームの全国大

会出場を報告しました。

深瀬さんが所属する松阪リトルリーグは、５～６月

の東海地区大会を勝ち抜き、第45回全日本リトルリー

グ野球選手権大会の出場を決めました。深瀬さんは

「大会では活躍していい思い出を残したい。リトルリー

グは中学校１年生の８月までですが、今後も硬式野球

を続けたいです」と力強く話していました。 ワ
ニ
ナ
や
ス
ジ
エ
ビ
な
ど
を
採
取
し
、
生

息
す
る
生
物
の
種
類
や
数
で
祓
川
の
水
質

を
調
べ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
、
清
掃
活
動
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

掃
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
に
奉

仕
活
動
や
環
境
美
化
の
心
を
育
ん
で
も
ら

お
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
大

淀
（
お
い
ず
）
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
皆
さ

ん
の
定
期
清
掃
に
協
力
し
た
も
の
。
チ
ー

ム
の
子
ど
も
た
ち
や
関
係
者
34
人
が
参
加

し
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
海
岸
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
食
品

ト
レ
イ
、
ビ
ニ
ー
ル
ゴ
ミ
な
ど
回
収
し
ま

し
た
。

明
和
A
I
R

J
A
M
で
は
、
今
後
も

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
清
掃
活
動
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

クリーン集会の様子。写真は大淀小学校提供

清掃活動の様子。写真は明和AIR JAM提供

斎宮小学校の水生生物調査の様子

町
長
に
全
国
大
会
出
場
を
報
告
す
る
深
瀬

さ
ん
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まちの話題
広報めいわ ８月号

平成23年
(2011年)

祓
川
河
川
敷
で

中
海
あ
じ
さ
い
祭
り

満
開
の
ア
ジ
サ
イ
と
流
し
そ
う
め
ん
で

楽
し
い
ひ
と
と
き

６
月
19
日
、
中
海
自
治
会
の
祓
川
河
川
敷
で
「
中
海

あ
じ
さ
い
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
中
海

自
治
会
と
む
ら
お
こ
し
・
か
み
み
い
と
が
共
催
。
地
域

の
皆
さ
ん
や
親
子
連
れ
な
ど
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。会

場
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
以
前
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
む

ら
お
こ
し
・
か
み
み
い
と
が
植
樹
。
色
と
り
ど
り
の
ア

ジ
サ
イ
が
満
開
と
な
っ
た
祭
り
会
場
で
は
、
ゆ
で
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
お
に
ぎ
り
、
貝
汁
、
流
し
そ
う
め
ん
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

安全祈願祭（餅まき）の様子。写真は明和町観光協会提供

大淀ふれあいキャンプ場で
今シーズンの安全祈願祭
【宝探しや餅まきも】

７月２日、今シーズンの大淀ふれあいキャンプ場の

無事故と安全を願う「安全祈願祭（明和町観光協会主

催）」が、同キャンプ場で行われました。

安全祈願祭には、明和町消防団や関係自治会の皆さ

んをはじめ、本年の斎王まつりで斎王役を務めた竹内

あずみさん（明和町坂本）など約50人が出席し、全員

でキャンプ場の無事故と安全を祈願しました。

また、会場には家族連れなど約350人の皆さんも訪

れ、式典の後は、業平夢太鼓やフラダンスの披露、町

特産品などが賞品の宝探し、餅まきが行われました。
流しそうめんを楽しむ参加者の皆さん。写真は明和土地改良区提供

【
毎
月
第
３
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
】

明
星
会
館
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

憩(

い
こ
い)

の
広
場
が
オ
ー
プ
ン

６
月
17
日
、
明
星
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・
明
星
会
館

で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
憩

（
い
こ
い
）
の
広
場
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

憩
の
広
場
は
、
来
場
者
に
憩
い

券
（
１
０
０
円
、
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

を
購
入
し
て
も
ら
い
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
気
軽

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
明
和

町
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
つ

く
ろ
う
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が

運
営
。
今
後
も
、
毎
月
第
３
日
曜

日
の
午
後
１
〜
４
時
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
初
日
と
な
っ
た
こ
の

日
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
大
正
琴
グ
ル
ー
プ
「
琴
の
葉
」

と
ラ
テ
ン
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
愛
好

会
「
ア
ミ
ー
ゴ
」
の
皆
さ
ん
が
演

奏
を
披
露
。
来
場
し
た
約
80
人
の

皆
さ
ん
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
演
奏
や
会
話
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。◇

　
　
　
　
　
◇

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
憩
の

広
場
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
め
い

わ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
1
52
・
７
１
２
９
、
取
り
次
ぎ
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ラ
テ
ン
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
愛
好
会
「
ア

ミ
ー
ゴ
」
の
皆
さ
ん
の
演
奏

コミュニティカフェ・憩(いこい)の広場の様子
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※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 まちの話題・くらし

広報めいわ ８月号
平成23年
(2011年)

10月２日(日)に総合体育館で 平成23年度敬老福祉大会を開催
【70歳以上の皆さん 参加申し込みは９月９日(金)までに】

明和町と明和町老人クラブ連合会（乾　良市会長）では「平成23年度敬老福祉大会」を、10
月２日(日)に明和町総合体育館で開催します。
９月１日現在で70歳以上の皆さんを対象に、８月下旬に大会の案内状を送付します。参加さ

れる人は、案内状に同封の「参加申込書」に必要
事項を記入のうえ、返信用の封筒（郵送の場合、
切手は不要です）で、９月９日(金)までに郵送等で
申し込んでください。なお、大会不参加の場合は
「参加申込書」を返信いただく必要はありません。
※69歳以下で老人クラブに加入している人は、老
人クラブで大会参加の取りまとめをします。
※敬老福祉大会について、そのほか詳しくは長寿
健康課高齢者福祉係（152・7116）へお問い合わ
せください。写真は前年度の敬老福祉大会（演芸会）の様子

明
和
町
消
防
団
（
藪
谷
一
雄
団

長
）
で
は
、
６
月
６
日
か
ら
７
月

７
日
に
か
け
て
、
松
阪
地
区
広
域

消
防
組
合
明
和
消
防
署
を
会
場
に

「
夏
季
集
中
訓
練
」
を
期
間
中
の

19
日
間
、
各
日
夜
間
に
実
施
し
ま

し
た
。

訓
練
で
は
、
町
内
５
分
団
28
部

の
全
団
員
を
対
象
と
し
た
基
本
訓

練
、
消
防
ポ
ン
プ
・
器
具
取
り
扱

い
訓
練
や
ホ
ー
ス
延
長
訓
練
を
は

じ
め
、
前
年
に
第
３
分
団
（
大
淀

【
明
和
町
消
防
団
の
夏
季
集
中
訓
練
】

救
助
活
動
機
器
取
り
扱
い
や
応
急
手
当
訓
練
な
ど

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

19
日
間

夜
間
実
施

夏
季
集
中
訓
練
の
様
子

地
区
）
に
配
備
し
た
「
多
機
能
型

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
積
載

車
」
に
積
載
す
る
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
な
ど
、
救
助
活
動
に
使
用
す

る
各
種
機
器
の
取
り
扱
い
訓
練
を

実
施
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
団
員
を

対
象
と
し
て
、
A
E
D
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
と

応
急
手
当
訓
練
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。消

防
団
員
の
皆
さ
ん
、
連
夜
の

訓
練
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

明
和
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

名
前
は
「
め
い
姫
」
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

明
和
町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
募
集
し
た
明
和
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

名
前
を
「
め
い
姫
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
特
産
品
振
興
連

絡
協
議
会
が
平
成
22
年
度
に
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、

最
優
秀
賞
な
ど
を
決
定
。
こ
の
た
び
は
そ
の
名
前
を

改
め
て
募
集
し
た
も
の
で
、
応
募
の
あ
っ
た
名
前
を

関
係
者
で
審
査
・
決
定
し
た
も
の
で
す
。

明
和
町
で
は
今
後
、
観
光
施
策
を
は
じ
め
幅
広
い

分
野
で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
明
和
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
め
い
姫
」

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明
和
町
産
業
課
企
業
誘
致
商

工
観
光
係
（
1
52
・
７
１
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



6

くらし
広報めいわ ８月号

平成23年
(2011年)

平
成
23
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
６
５
０
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
70
億
６
１
０
０
万
円
と
し

ま
し
た
。
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
費
＝
１
５
８
９
万
３
千
円

増
額

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声

子
局
設
置
工
事
費
ほ
か
増
額
な
ど

■
民
生
費
＝
２
２
５
８
万
４
千
円

増
額

保
育
所
空
調
改
修
工
事
費

ほ
か
増
額
な
ど

■
衛
生
費
＝
２
９
７
万
６
千
円
増

額

母
子
保
健
事
業
臨
時
職
員
賃

金
増
額
な
ど

■
農
林
水
産
業
費
＝
２
６
１
１
万

６
千
円
増
額

大
規
模
地
震
津
波

災
害
緊
急
対
策
事
業
補
助
増
額
、

海
苔
（
の
り
）
養
殖
業
津
波
被
害

戸
別
補
助
増
額
な
ど

■
商
工
費
＝
74
万
円
増
額

大
淀

海
岸
キ
ャ
ン
プ
場
給
水
装
置
移
設

工
事
費
ほ
か
増
額

■
土
木
費
＝
６
４
４
２
万
７
千
円

増
額

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
道
路
拡
幅
工
事
費
ほ
か

（
坂
本
前
野
線
、
本
郷
勝
見
第
二

線
ほ
か
）
増
額
、
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
増
額
な
ど

■
消
防
費

防
災
対
策
事
業
財
源

の
振
り
替
え

■
教
育
費
＝
１
７
１
３
万
１
千
円

増
額

一
般
文
化
財
発
掘
調
査
受

託
事
業
作
業
員
賃
金
・
測
量
基
準

点
設
置
等
委
託
料
増
額
な
ど

■
諸
支
出
金
＝
２
億
１
５
１
３
万

３
千
円
増
額

ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
積
立
金
増
額
、
多
気
東
部
土

地
開
発
公
社
貸
付
金
増
額
な
ど

◇
　
　
　
　
　
◇

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、
国
庫

支
出
金
２
１
２
４
万
４
千
円
、
県

支
出
金
２
４
５
万
７
千
円
、
寄
附

金
１
２
０
万
円
、
繰
越
金
１
億
７

５
９
３
万
６
千
円
、
諸
収
入
１
億

３
１
６
６
万
３
千
円
、
町
債
３
２

５
０
万
円
（
い
ず
れ
も
増
額
）
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
歳
出
・
支

出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝

６
５
９
万
４
千
円
増
額
（
総
額
３

億
９
８
０
９
万
４
千
円
）

歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
事
業
発
掘

作
業
員
賃
金
増
額
な
ど

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
＝
５
億
４
３
５
１
万
８
千
円
増

額
（
総
額
10
億
６
６
８
１
万
８
千

円
）

管
路
建
設
工
事
費
ほ
か
増

額
な
ど

■
介
護
保
険
特
別
会
計
＝
55
万
４

千
円
増
額
（
総
額
17
億
９
４
５
５

万
４
千
円
）

生
活
機
能
評
価
事

業
費
増
額

■
水
道
事
業
会
計
＝
資
本
的
支
出

８
４
２
万
４
千
円
増
額
（
総
額
３

億
７
４
０
１
万
４
千
円
）

建
設

改
良
費
増
額

各
会
計
補
正
予
算
関
係
の
ほ

か
、
可
決
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
承
　
認
】

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て
（
明
和
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て
（
平
成
22
年
度
明
和
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
）

【
報
　
告
】

■
平
成
22
年
度
（
以
下
同
じ
）
相

談
等
事
業
（
住
民
生
活
に
光
を
そ

そ
ぐ
交
付
金
事
業
）
繰
越
明
許
費

計
算
書

■
第
５
次
総
合
計
画
策
定
業
務
繰

越
明
許
費
計
算
書

■
災
害
備
蓄
資
材
等
整
備
事
業
繰

越
明
許
費
計
算
書

■
大
淀
湛
水
（
た
ん
す
い
）
防
除

導
水
路
浚
渫
事
業
繰
越
明
許
費
計

算
書

■
下
御
糸
漁
港
地
域
水
産
物
供
給

基
盤
整
備
事
業
繰
越
明
許
費
計
算

書■
大
淀
工
業
団
地
環
境
整
備
事
業

測
量
設
計
業
務
委
託
繰
越
明
許
費

計
算
書

■
公
共
的
施
設
環
境
整
備
事
業

（
き
め
細
か
な
交
付
金
事
業
）
繰

越
明
許
費
計
算
書

■
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
被
災
者
住
宅
支
援
対
策
事
業
繰

越
明
許
費
計
算
書

■
公
共
的
施
設
（
中
学
校
）
環
境

整
備
事
業
（
き
め
細
か
な
交
付
金

事
業
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
一
般
文
化
財
発
掘
調
査
受
託
事

業
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
図
書
館
環
境
整
備
事
業
（
住
民

生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
事

業
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
公

共
下
水
道
事
業
繰
越
明
許
費
計
算

書【
議
　
案
】

■
明
和
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
明
和
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

【
発
　
議
】

■
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と

総
合
的
な
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を

求
め
る
意
見
書

■
公
立
学
校
等
公
共
施
設
に
お
け

る
防
災
機
能
の
整
備
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書

平
成
23
年
第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
14
日
か
ら
17
日
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
防
災
行
政
無
線
屋

外
拡
声
子
局
設
置
工
事
費
ほ
か
増
額
、
大
規
模
地
震
津
波
災
害
緊
急
対
策

事
業
補
助
増
額
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
道
路
拡
幅
工
事
費
ほ

か
増
額
な
ど
）
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
、
平

成
22
年
度
事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書
の
報
告
な
ど
を
審
議
し
、
24
案
件

（
承
認
２
件
、
報
告
13
件
、
議
案
７
件
、
発
議
２
件
）
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
23
年

第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

24
案
件
を
審
議
・
可
決

一

般

会

計

の

補

正

特
別
・
事
業
会
計
の
補
正

そ

の

ほ

か

の

議

案

承

認
・
報

告
・
発

議
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

【東日本大震災義援金 温かいご支援をお願いします】
明和町と明和町社会福祉協

議会では、それぞれ役場庁舎

または事務所の玄関ホールに

「東日本大震災義援金」の募金

箱を設置し、皆さんに温かい

ご支援をお願いしています。

お寄せいただいた義援金は、

日本赤十字社を通して各被災

県で設置される義援金配分委

員会に全額が送金され、被災

地の皆さんに届けられます。

これまでにお寄せいただいた義援金の累計額は、

７月15日現在で合計4,864,742円となりました。ご

協力いただきました皆さんに心からお礼申し上げま

す。今後も引き続き募金箱を設置しますので、皆さ

んの温かいご支援をお願いします。

■義援金募金箱の設置場所・曜日と時間 ①明和町

役場庁舎１階玄関ホール＝土曜日と祝日以外、②

明和町社会福祉協議会玄関ホール＝土・日曜日と

祝日以外、時間はいずれも午前８時30分から午後

５時15分まで

※税制上の優遇措置等のために、義援金の領収書等

が必要な場合は、直接日本赤十字社等への振り込み

をお願いします。詳しくは、福祉子育て課（152・

7115）へお問い合わせください。

くらし
広報めいわ ８月号

平成23年
(2011年)

役場庁舎玄関ホールの義
援金募金箱

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
　
派
遣
職
員
報
告
会

【
引
き
続
き

避
難
所
運
営
支
援
の
た
め

多
賀
城
市
へ
職
員
派
遣
】

明
和
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
多
賀
城
市
と

岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
行
政
事
務
支
援
の
た
め
、
５
月
中
旬
か
ら
６

月
初
旬
に
か
け
て
現
地
派
遣
し
た
職
員
の
報
告
会
（
町
職
員
対
象
、

活
動
内
容
や
被
災
状
況
等
の
報
告
）
を
６
月
21
・
22
の
両
日
、
役
場

研
修
室
で
行
い
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
等
を
使
用
し
、

職
員
が
被
災
地
で
の
活
動
内
容
や
状
況
等
を
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の

た
び
の
報
告
会
に
か
か
る
職
員
派
遣
の
期
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
岩
手
県
陸
前
高
田
市
・
５
月
11
日
〜
15
日
＝
保
健
師
１
人

■
宮
城
県
多
賀
城
市
・
５
月
９
日
〜
６
月
５
日
＝
事
務
職
員
４
人

（
介
護
保
険
関
係
）、
５
月
22
日
〜
28
日
＝
文
化
財
技
師
１
人
（
文
化

財
関
係
）

ま
た
、
引
き
続
き
明
和
町
で
は
被
災
地
支
援
の
た
め
、
職
員
派
遣

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

■
宮
城
県
多
賀
城
市
・
７
月
19
日
〜
８
月
１
日
（
予
定
）
＝
事
務
職

員
２
人
（
避
難
所
運
営
関
係
）

農
地
の
適
正
な

保
全
と
管
理
を

【
明
和
町
農
業
委
員
会
】

農
地
は
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

「
大
切
な
資
源
」
で
す
。
耕
作

放
棄
と
な
っ
て
荒
れ
た
農
地

は
、
周
囲
の
優
良
な
農
地
の
迷

惑
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
不
燃

ゴ
ミ
・
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

や
、
冬
場
の
枯
草
火
災
を
誘
発

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

農
地
法
で
は
「
農
地
の
所
有

者
（
ま
た
は
利
用
者
）
の
『
適
正

か
つ
効
率
的
な
利
用
の
確
保
』
の

責
務
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
所

有
者
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
農
地
が
荒
れ
な
い
よ

う
、
そ
の
保
全
と
管
理
に
努
め
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
違
反
転
用
監
視
と
利

用
状
況
の
調
査
を
兼
ね
て

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

耕
作
で
き
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も

年
に
２
回
以
上
の
草
刈
り

等
に
よ
っ
て
、
農
地
の
適

正
な
保
全
と
管
理
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　

◇

※
農
地
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
明
和
町
農
業
委
員
会

事
務
局
（
1
52
・
７
１
４

９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

明和町では「原爆と人間展」を次のとおり開催します。

忘れてはならない原子爆弾がもたらした戦争の悲劇や、

戦争が残した原爆の悲惨なつめ跡を、写真パネルで展示

します。

■期間 ８月２日(火)～15日(月)

■場所 明和町中央公民館　１階ロビー

※期間中の中央公民館の開館日時については、同館（H

52・7132）へお問い合わせください。そのほか、詳し

くは総務課（H52・7111）へお問い合わせください。

８月２日～15日 中央公民館で「原爆と人間展」

６
月
21
日
の
災
害
派
遣
報
告
会
の
様
子
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ご参加ください ８月10日に「皆さんの声を聞く会」

明和町障がい者生活支援センターでは、楽しくおしゃべ

りをしながら皆さんの交流を深めてもらう「交流の場」や

「勉強会」を開催しています。７月２日、保健福祉センタ

ーで開催した「災害時危機管理の勉強会」には障がいのあ

る人やご家族、支援者の皆さん38人に参加をいただき、防

災意識を高めるきっかけを持つことができました。

明和町障がい者生活支援センターでは、次のとおり「皆さんの声を聞く会」

を開催します。今回は、引き続き「災害時危機管理」のほか、皆さんの「余暇

活動」についての話し合いや意見交換、交流等を予定しています。皆さん、ぜ

ひご参加ください。

■日時と場所 ８月10日(水) 午後１時30分～３時

■対象者 障がいのある人、その家族や支援者

■参加費 無料

※参加申し込み等、詳しくは明和町障がい者生活支援センター（明和町保健福

祉センター内、152・7127、I52・7128、Nsh i en@town .me iwa .m i e . j p）

へお問い合わせください。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
町

内
在
住
の
子
ど
も
、
障
が
い
者
、

一
人
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
際
の
「
医

療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
」

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

各
医
療
費
助
成
の
対
象
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
た
だ
し
、
保
育
園
（
所
）
・
幼

稚
園
・
学
校
等
で
の
事
由
に
よ
る

負
傷
等
の
医
療
費
で
、
独
立
行
政

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
等
か
ら
医
療
費
の
給
付
を
受
け

た
場
合
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
前
年
の
所
得
が
下

表
の
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る

場
合
も
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

■
対
象
者

中
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）

障
が
い
者
医
療
費
助
成

■
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
人
、
②
知

的
障
が
い
者
で
療
育
手
帳
Ｂ
１
以

上
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
50
以
下
の
人
、
③

精
神
障
が
い
者
で
、
そ
の
等
級
が

１
級
の
人
（
通
院
分
の
み
）

【
一
人
親
等
医
療
費
助
成
】

■
対
象
者

①
18
歳
年
度
末
ま
で

の
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
お
よ
び
児

童
、
②
父
母
の
い
な
い
18
歳
年
度

末
ま
で
の
児
童

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
場
合

■
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
場

合

受
診
す
る
病
院
等
の
窓
口

に
、
医
療
費
受
給
資
格
証
と
加
入

医
療
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

■
県
外
の
医
療
機
関
で
診

療
を
受
け
た
場
合

受
診

し
た
病
院
等
の
保
険
診
療

明
細
が
記
載
さ
れ
た
領
収

書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

福
祉
子
育
て
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
コ
ル
セ
ッ
ト
等
療
養
費

給
付
を
受
け
た
場
合

受

診
し
た
病
院
等
の
意
見

書
・
装
具
装
着
証
明
書
・

装
具
の
領
収
書
と
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
福
祉
子
育

て
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を

■
医
療
保
険
や
届
出
事
項

変
更
の
と
き

加
入
医
療

保
険
、
ま
た
は
住
所
・
氏

名
・
振
込
先
金
融
機
関
等

の
届
出
事
項
に
変
更
が
あ

医
療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
を
助
成
し
ま
す

っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。
変
更
手
続

き
の
際
は
、
受
給
資
格
証
と
認
印
、

住
所
・
氏
名
以
外
の
変
更
の
場
合

は
、
新
し
い
保
険
証
の
写
し
（
明

和
町
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
不

要
）
や
通
帳
等
が
必
要
で
す
。

■
受
給
資
格
喪
失
の
と
き

転
出

や
死
亡
等
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を

 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

障がい者医療費 

192万円 

230万円 

268万円 

306万円 

344万円 

382万円 

■福祉医療費助成制度　所得制限限度額 

360.4万円 

398.4万円 

436.4万円 

474.4万円 

512.4万円 

550.4万円 

628.7万円 

653.6万円 

674.9万円 

696.2万円 

717.5万円 

738.8万円 

 

子ども医療費 

保護者所得額 

532万円 

570万円 

608万円 

646万円 

684万円 

722万円 

一人親家庭等医療費 

本人所得額 
扶養義務者 
所　得　額 

236万円 

274万円 

312万円 

350万円 

388万円 

426万円 

①老人扶養者１人に 
　つき10万円加算 
②特定扶養者１人に 
　つき25万円加算 

老人扶養者１人につ 
き６万円加算 
 

①老人扶養者１人に 
　つき10万円加算 
②特定扶養者１人に 
　つき25万円加算 

老人扶養者１人につ 
き６万円加算 
 

老人扶養者１人につ 
き６万円加算 
 

扶 養 親 族  
などの人数 
（税法上） 

加　算　額 

本人所得額 
配偶者および 
扶養義務者所得額  

失
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
受

給
資
格
証
の
返
還
と
資
格
喪
失
手

続
き
が
必
要
で
す
。
資
格
喪
失
手

続
き
の
際
は
、
認
印
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
各
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ８月号

平成23年
(2011年)

７月２日の勉強会の様子

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ８月号
平成23年
(2011年)

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

の
運
転
停
止
に
伴
い
、
こ
の
地
方

で
も
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
夏
場
の
平
日
午
後
１
時
か
ら
４

時
を
中
心
に
、
電
力
需
給
が
厳
し

い
状
況
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

電
力
の
使
用
量
が
供
給
量
を
上

回
る
と
、
大
規
模
な
停
電
が
起
こ

り
か
ね
ま
せ
ん
。
明
和
町
に
お
い

て
も
「
省
エ
ネ
」
と
「
節
電
対
策
」

の
実
施
が
不
可
欠
で
あ
り
、
役
場

庁
舎
に
お
い
て
は
職
員
の
ク
ー
ル

ビ
ズ
の
実
施
の
ほ
か
、
冷
房
温
度

の
設
定
管
理
徹
底
等
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
省
エ
ネ
と
節
電
へ
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

省
エ
ネ
と
節
電
対
策
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

■
エ
ア
コ
ン

①
設
定
温
度
を
１
℃
上
げ
る
。

②
フ
ィ
ル
タ
ー
を
こ
ま
め
に
掃
除

す
る
。

③
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
な
ど
で
日

差
し
を
防
ぐ
。

④
扇
風
機
等
を
使
用
す
る
。

■
冷
蔵
庫

①
設
定
温
度
を
「
強
」
か
ら
「
中
」

に
弱
め
る
。

②
扉
の
開
け
閉
め
を
最
小
限
に
す

る
。

③
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
。

④
壁
か
ら
適
度
に
離
し
て
設
置
す

る
。

■
照
明
器
具

①
必
要
の
な
い
灯
り
は
こ
ま
め
に

消
す
。

②
省
エ
ネ
型
の
照
明
器
具
（
消
費

電
力
の
少
な
い
L
E
D
電
球
や

電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
な
ど
）
に

取
り
替
え
る
。

■
待
機
電
力

①
使
用
し
て
い

な
い
電
気
機

器
は
電
源
プ

ラ

グ

を

抜

く
。

②
給
湯
機
器
を

利
用
し
な
い

時
は
電
源
を

切
る
。

■
そ
の
他

①
電
力
需
要

の
ピ
ー
ク

時
は
、
電

子

レ

ン

ジ
、
掃
除
機
、
洗
濯
乾
燥
機
、

ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
食

器
洗
い
乾
燥
機
等
の
使
用
を
で

き
る
だ
け
控
え
る
。

②
炊
飯
器
や
電
気
ポ
ッ
ト
の
長
時

間
保
温
を
控
え
る
。

③
温
水
洗
浄
便
座
の
使
用
を
で
き

る
だ
け
控
え
る
。

ご
活
用
く
だ
さ
い

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助

明
和
町
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷

の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
個
人
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
す
る
方
に

対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
（
定

額
５
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
省
エ
ネ
と
節
電
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
補
助
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
政
策
課

（
1
52
・
７
１
１
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

省
エ
ネ
と
節
電
対
策

積
極
的
な
取
り
組
み
の
お
願
い

政策課

８
月
の
日
曜(

窓
口)

開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
日
に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な

人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定

日
時

８
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日(

各
日
曜
日)

、
各
日
と
も
午
前

８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５

時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.

m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
政
策
課
（
1
52
・
７
１

１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
日
曜
座
談
会

８
月
21
日
・
９
月
18
日(

要
事
前
申
し
込
み)

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
月
と
７
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
８
月
21
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８
月
15

日(

月)

、
②
９
月
18
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
９
月
12

日(

月)

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階
　
町
長
室
　
■
対
象
＝
町
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
　
■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ

ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
1

52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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人権センター＝1 ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝1 52 - 7 1 2 3、I 52 - 7 1 3 3

くらし
広報めいわ ８月号

平成23年
(2011年)

点
字
体
験
講
座
の

参
加
者
を
募
集

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み

に
点
字
の
体
験
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
講
座
で
は
点
字
の
基
本
を
学

び
、
絵
本
の
点
訳
を
し
ま
す
。

■
日
時

①
８
月
９
日
7
、
②
８

男
性
も
女
性
も
い
き
い
き
す
る
社
会

町
長
と
語
る
会
の

参
加
者
を
募
集

明
和
町
男
女(

み
ん
な)

の
連
絡
会

明
和
町
男
女
（
み
ん
な
）
の
連

絡
会
は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
組
織
し
、
毎
月
の
定
例
会

開
催
を
は
じ
め
、
男
女
共
同
参
画

等
に
関
す
る
勉
強
会
や
イ
ベ
ン
ト

企
画
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

明
和
町
男
女
の
連
絡
会
で
は

「
町
長
と
語
る
会
」
の
参
加
者
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
男
性
も

女
性
も
い
き
い
き
す
る
社
会
に
つ

い
て
、
み
ん
な
で
語
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時

８
月
22
日
6

午
後
１

時
30
分
〜
３
時

月
10
日
8
、
時
間
は
各
日
と
も
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
（
参
加
は
、

い
ず
れ
か
１
日
だ
け
で
も
可
）

■
定
員

各
日
と
も
10
名
（
先
着

順
）

■
場
所

明
和
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

明
和
町
点
字
サ
ー
ク
ル

長
谷
川
美
代
子
、
阪
井
琴
代
さ
ん

■
持
ち
物

筆
記
用
具

■
申
し
込
み

８
月
３
日
8
〜
５

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

直
接
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

人
権
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。◇

　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
1
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
場
所

明
和
町
役
場
２
階
　
大

会
議
室

■
募
集
定
員

15
名
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

■
募
集
締
切

８
月
12
日
:

■
申
込
先

人
権
セ
ン
タ
ー

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
1
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0（　  0） 

0（　  0） 

0（　  0） 

0（  　0） 0（　  0） 

20（  ー3） 0（　  0） 

20（  ー3） 

■町内の治安情勢（平成23年５月１日～31日、概数） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

平成23年５月 
(概       数)

前 年 比 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

55件 

9件 

11人 

0人 

46件 

252件 

38件 

43人 

1人 

214件 

2件 

ー13件 

ー22人 

0人 

15件 

■町内の交通事故発生状況（平成23年６月14日現在） 

平成23年１月 
からの累計 

■最大震度別地震回数（平成23年６月１日～30日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

 ※ 

450 187 60 14 2 2 0 0 0 715

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【ひとまちふれあい企画】

第６回京都人権・歴史紀行の
参 加 者 を 募 集

京都の人権ゆかりの名所旧跡を案内したガイ

ドブック「京都人権歴史紀行」から、今年は洛

中(らくちゅう)を訪ねます。

名跡の裏に隠れたもう一つの歴史が浮かび上

がります。また、昼食は同志社大学の学生食堂

で自由にお取りいただきます。午後は、蒔絵(ま

きえ)体験と錦市場の散策をします。

※蒔絵(まきえ)とは、漆に文様を描き、漆が固

まる直前に振りかけた金粉を文様に付着させて

金色に浮かび上がらせる、漆器の加飾技法のひ

とつです。

■日時 第１回＝８月30日(火)、第２回＝９月

２日(金) 時間は各日とも午前７時出発、午後

７時30分帰着予定

■行き先と内容 西本願寺、龍谷ミュージアム、

蒔絵(まきえ)体験ほか

■対象者 町内在住の20歳以上の人

■参加費 5,000円（体験料と拝観料を含みます

が、昼食代は含みません）

■定員 40名（先着順）

■申し込み ８月９日(火)～12日(金)の午前９時

～午後５時に直接、電話またはファクスで人

権センターへ申し込んでください。

※申し込みは、１人の申し込みにつき２人分の

参加を受け付けま

す。詳しくは、人権

センター（1 55・

3052）へお問い合

わせください。

蒔絵(まきえ)体験の
作品例
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ８月号
平成23年
(2011年)

明
和
町
人
権
を
守
る
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ

る
人
権
啓
発
・
人
権
教
育
研
修
会

へ
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
対
象

町
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人
で
、
後
日
に
参
加
感

想
文
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
人

■
募
集
人
数

１
人

【人権擁護委員をご存知ですか】
人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の皆さんです。

明和町では５人の人権擁護委員が、人権に関する相談を受け

るための特設人権相談所開設や、人権尊重の理念を深めるため

に街頭啓発等の活動を行っています。

明和町の人権擁護委員は、次の皆さんです(順不同)。

■三田重信さん、中野益甫さん、西岡道代さん、北村れい子さ

ん、西口初男さん

【８月18日に 特設人権相談所開設】
明和町では、特設人権相談所を次のとおり開設します。

人権に関する悩みごとがございましたら、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料で、秘密は厳守されます。

■日時 ８月18日(木) 午前９時30分～正午

■場所 明和町中央公民館

■相談員 人権擁護委員

※人権擁護委員・特設人権相談所について、詳しくは人権セン

ター（155・3052）へお問い合わせください。

■
参
加
費
用

参
加
経
費
（
旅
費

２
日
分
と
参
加
資
料
代
）
は
人
権

を
守
る
会
負
担
（
町
規
定
に
基
づ

く
金
額
）

■
参
加
大
会

第
45
回
部
落
解
放

全
国
研
究
会
（
11
月
９
日
8
〜
11

日
:
、
岐
阜
県
岐
阜
市
）

■
申
込
方
法

明
和
町
人
権
を
守

る
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
２
階

団
体
事
務
局
内
）
ま
た
は
人
権
セ

ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
、
結
果
を
本
人
に
通
知

■
申
込
締
切

８
月
25
日
9

■
そ
の
他

大
会
参
加
に
関
し
て

不
慮
の
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、

人
権
を
守
る
会
と
明
和
町
は
一
切

そ
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
人
権
を
守

る
会
事
務
局
（
火
・
水
・
金
曜
日

の
み
、
1
52
・
７
１
２
５
）
ま
た

は
人
権
セ
ン
タ
ー
（
1
55
・
３
０

５
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

９月５日～11日は「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間
９月５日(月)から11日(日)までは、全国一斉「高齢者・障害者の

人権あんしん相談」の強化週間です。津地方法務局と三重県人権擁

護委員連合会では、高齢の人や障がいをもってみえる皆さんの人権

に関する電話相談窓口を次のとおり開設します。

■期間と電話番号 ９月５日(月)～11日(日)、10570・003・
110（全国統一番号、平日＝午前８時30分～午後７時、土・

日曜日＝午前10時～午後５時）

※詳しくは、津地方法務局人権擁護課（H059・228・4193）

へお問い合わせください。

増
養
殖
研
究
所
一
般
公
開

【
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
】

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
で
は
、

日
ご
ろ
の
研
究
所
の
仕
事
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
恒
例
の
研
究

所
一
般
公
開
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

入
場
無
料
で
、
事
前
の
参
加
申

し
込
み
も
不
要
で
す
。
皆
さ
ん
、

多
数
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

９
月
３
日
;

午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
場
所

独
立
行
政
法
人
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

南
勢
庁
舎
（
度
会
郡
南
伊
勢
町
中

津
浜
浦
４
２
２
│
１
）

■
内
容

増
養
殖
研
究
所
の
研
究

紹
介
・
展
示
、
講
演
、
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
海
藻
の

し
お
り
作
り
な
ど

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研

究
所
業
務
推
進
課
（
H

０
５
９

９
・
66
・
１
８
３
０
、
\h

ttp
:

/
/
n
r
i
a
.
f
r
a
.
a
f
f
r
c
.

g
o
.j
p
/
in
d
e
x
.h
t
m
l

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に

親
子
で
E
M
ぼ
か
し
作
り

参
加
者
を
募
集

【
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
】

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

「
親
子
で
E
M
ぼ
か
し
作
り
」
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

E
M
ぼ
か
し
を
使
っ
て
、
家
庭

の
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
か
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

８
月
27
日
;

午
前
10

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

■
持
ち
物

フ
タ
付
き
の
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝

70
セ
ン
チ
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

■
定
員

20
組

◇
　
　
　
　
　
◇

※
参
加
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く

は
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
1

０
５
９
６
・
38
・
２
８
０
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６月中の
主な増減

総人口：23,265人 出生：10人

男：11,199人 死亡：14人

女：12,066人 転入：74人

世帯数：8,084世帯 転出：25人

７月の人口

人 の う ご き

人
権
問
題
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

第
45
回
部
落
解
放
全
国
研
究
会
の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
人
権
を
守
る
会
】
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お知らせ
広報めいわ　　 ８月号

平成23年
(2011年)

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和

消
防
署
で
は
、
家
族
や
同
僚
な
ど

が
倒
れ
た
時
、
あ
な
た
に
で
き
る

応
急
手
当
の
講
習
会
（
普
通
救
命

講
習
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
日
時

８
月
21
日
5

午
前
９

時
〜
正
午
（
３
時
間
）

■
場
所

明
和
町
中
央
公
民
館
１

階
日
本
間

■
内
容

①
応
急
手
当
の
重
要

性
、
②
心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

■
募
集
人
員

30
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間

８
月
１
日
6
〜
18

日
9

■
受
講
料

無
料

■
申
込
方
法

明
和
消
防
署
、
ま

た
は
消
防
本
部
、
管
内
消
防
署
・

分
署
で
、
所
定
の
受
講
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
消
防

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
検
索
キ

ー
ワ
ー
ド
「
松
阪
消
防
」
、
\

h
ttp
://w

w
w
.m
ie
-m
a
ts
u

sak
a1
1
9
.jp
/

）
か
ら
も
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
受
講
修
了
者
に
、
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪

地
区
広
域
消
防
組
合

明
和
消
防
署
（
1
52
・
５
６
０
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習
開
催
の
お
知
ら
せ

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
消
防
法
に
規
定
す
る
甲
種
防

火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

９
月
15
日
9
・
16
日
:

の
２
日
間
、
時
間
は
各
日
と
も
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所

三
重
中
京
大
学
７
号
館

（
松
阪
市
久
保
町
）

■
受
講
資
格

事
業
所
等
で
、
防

火
管
理
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
管
理
、
指
導
す
べ

き
立
場
に
あ
る
人

■
定
員

２
０
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み

消
防
本
部
、
管
内

消
防
署
が
発
行
す
る
受
講
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

（
縦
４
セ
ン
チ
×
横
３
セ
ン
チ
）

を
貼
付
の
う
え
、
松
阪
地
区
広
域

消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
松

阪
市
川
井
町
１
０
０
１
│
１
）
へ

直
接
提
出
（
郵
送
不
可
）

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ
ー

ド
「
松
阪
消
防
」
、
\h

ttp
://

w
w
w
.m
ie
-m
a
ts
u
s
a
k
a

1
1
9
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

松阪地区広域消防組合消防吏員募集
松阪地区広域消防組合では、平成24年４月１日採用予定

の消防吏員（消防士）を次のとおり募集します。

■申込方法 次のものを消防本部総務課へ持参または郵送

（簡易書留に限る）してください。

①消防吏員採用試験申込書（消防本部所定のもの）、②受

験票（消防本部所定のもの）、③返信用封筒２通（80円切

手を貼付、返信先住所・氏名を記入のこと）

※①と②は、消防本部ホームページ（検索キーワード「松阪消防」、\h t t p : / / www . m i e -

matsusaka119 . jp/）からダウンロードできます。また、８月１日(月)から消防本部総務課、管内

消防署・分署でも配布します（消防本部総務課は土・日曜日を除く）。

■申込期間 ８月１日(月)～17日(水) 午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日を除く。郵送の

場合は８月17日(水)必着）

■職種・予定人員・受験資格・試験内容

※試験内容の詳細については、松阪地区広域消防組合消防吏員募集要項をご覧ください。そのほか、

詳しくは松阪地区広域消防組合消防本部総務課（〒515-0818 松阪市川井町1001ー１、10598・

25・1411）へお問い合わせください。

昭和58年４月 
２日～平成６年 
４月１日までに 
生まれた人 

職　種 
採用予定 
人　　員 

受験資格(年齢・学歴・資格等のすべての条件を満たすこと)

年　齢 学歴・資格等 

第１次試験 
日　時　等 

第２次試験 
日　時　等 

消防士 ８人程度 ①日本国籍があり、地方公務員法第 
　16条(欠格条項)に該当しない人 
②学校教育法に定める高等学校以上 
　の教育課程を平成24年３月末まで 
　に卒業(修了)、または卒業(修了)見 
　込みの人、および文部科学省の実 
　施する高等学校卒業程度認定試験 
　(旧名称：大学入学資格検定試験) 
　に合格した人 
③身体要件(募集要項に記載)

【日時】 
 平成23年 
 ９月18日(日) 
 午前８時15分 
【場所】 
 三重中京大学 
 (松阪市久保町) 
【内容】 
 教養試験、消 
 防適性検査 

 第１次試験 
 合格者に対 
 して通知し 
 ます。 
【内容】 
 論文、面接、 
 身体検査、 
 体力検査 

 

ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

８
月
15
日
6
〜
26

日
:

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
２
日
間
の
全
科
目
を
修
了
し
た

人
に
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
1
０

５
９
８
・
25
・
１
４
１
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

明
和
消
防
署
】
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 お知らせ

広報めいわ　　 ８月号
平成23年
(2011年)

９月11日は「警察安全相談の日」

ご利用ください 警察総合相談電話 1＃9110
９月11日は「警察安全相談の日」です。三重県警察では、犯

罪被害の未然防止等を目的に「警察総合相談電話」窓口を設置

し、県民の皆さんからの「身近なトラブル」や犯罪に関する相

談、情報提供等を受け付けています。

「サイト利用料金が未払いです。至急振り込み手続きを…」こ

んなメールやハガキが届いたことはありませんか。身に覚えが

ない料金の請求等で「おかしいな？」と思ったときなど、まず

は警察総合相談電話または最寄りの警察署でご相談ください。

■警察総合相談電話 1＃9110 または 1059・224・9110
（相談日時は、土・日曜日と祝日を除く平日の午前９時～午後５時）

※警察総合相談電話について、詳しくは三重県警察本部広聴広

報課（代表1059・222・0110）または松阪警察署（代表

10598・53・0110）へお問い合わせください。

伊
勢
広
域
環
境
組
合

職
員
の
募
集

伊
勢
広
域
環
境
組
合
で
は
、
平

成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
、
人
数

電
気

技
術
職
、
１
人

■
受
験
資
格

①
昭
和
52
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
（
年
齢
に
応
じ

て
試
験
程
度
が
異
な
り
ま
す
）
、

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
人
、
③
通
勤
可
能
な
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
外

国
籍
の
人
）
は
、
永
住
者
ま
た
は

特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
を
有
す

る
こ
と
。
な
お
、
採
用
後
、
公
権

力
の
行
使
ま
た
は
公
の
意
思
の
形

成
へ
の
参
画
に
携
わ
る
職
に
就
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
受
付
期
間

９
月
１
日
9

〜
15
日
9
（
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
、
土
・
日
曜
日
は
除

く
。
郵
送
の
場
合
は
９
月
15
日
9

必
着
）

■
採
用
試
験
　
第
１
次
試
験

10

月
16
日
5
＝
教
養
試
験
、
適
性
試

験
、
専
門
試
験
、
第
２
次
試
験

11
月
中
旬
ご
ろ
＝
口
述
試
験
（
面

接
）

■
受
験
申
込
書

伊
勢
広
域
環
境

組
合
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

事
務
局
で
９
月
１
日
9
か
ら
交
付

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
し
ま

す
。
ま
た
、
同
日
以
降
に
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
:/
/

w
w
w
.ise
k
o
u
ik
i.o
r.jp

）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
広
域
環
境
組

合
総
務
課
（
1
０
５
９
６
・
37
・

１
２
１
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

第
33
回
定
期
演
奏
会

■
日
時

９
月
４
日(

日)

午
後
１
時
開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

■
場
所

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル
（
伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
）

■
内
容

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、
鳥
羽
高
等
学
校
・
鳥
羽
東
中
学
校

吹
奏
楽
部
と
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
、
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

■
チ
ケ
ッ
ト

前
売
り
＝
大
人
６
０
０
円
・
高
校
生
以
下
５
０
０
円
、

当
日
＝
大
人
８
０
０
円
・
高
校
生
以
下
７
０
０
円

※
小
学
生
未
満
（
未
就
学
児
）
は
無
料
で
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
、
イ
オ
ン
明
和
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ

ン
ド
事
務
局
の
村
林
さ
ん
（
1
０
５
９

６
・
24
・
１
２
３
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

8.2

6.7

6.5

3.8

6.6

8.1

7.1

7.4

6.7

採水日（平成23年６月８日） 

祓　川（下御糸橋） 0.6

0.7

0.7

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

 

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い

う
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
「
寄
附
」
を
通
じ
て
実
現
で
き
る
よ
う
、

寄
附
金
税
制
を
拡
充
し
、
寄
附
を
し
や
す
く
し
た
制
度
で
す
。
地
方

公
共
団
体
（
明
和
町
な
ど
）
に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち
、
適
用
下
限

額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
所
得
税
と
個
人

住
民
税
を
合
わ
せ
て
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

明
和
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
や
関
わ
り
が
深
い
人
な
ど
、
町
を
応

援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
出
身
地
や
居
住
地
な
ど
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
に
こ
の
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、

町
を
応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
寄
附
の
方
法
な
ど
、
詳
細
内
容
は
明
和

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

\h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

to
w
n
.m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
政
策
課
（
1

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ふ る さ と 納 税 の お 知 ら せ
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
８
月
25
日

9
＝
平
成
21
年
１
月
生
ま
れ
、
②

９
月
22
日
9
＝
平
成
21
年
２
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
前
９
時

30
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
８
月
12
日

:
＝
平
成
22
年
１
月
生
ま
れ
、
②

９
月
９
日
:
＝
平
成
22
年
２
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

お知らせ
広報めいわ　　 ８月号

平成23年
(2011年)

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付

は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天

引
き
を
除
く
）。

■
町
県
民
税
＝
第
２
期
分
、
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
＝
各
第
５
期
分
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
＝
第
２
期
分

■
納
期
限
＝
８
月
31
日(

水)

※
口
座
振
替
の
場
合
は
８
月
29

日(

月)

に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時

８
月
10
日(

水)

、
８

月
26
日(

金)

、
各
日
と
も
午
後

５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容

収
税
対
策

室
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・

相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時

８
月
７
日
・
14
日
・

21
日
・
28
日
（
各
日
曜
日
）
、

各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

◇
　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
収
税
対
策
室

（
1
52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
８
月
19
日

:
＝
平
成
20
年
１
月
生
ま
れ
、
②

９
月
16
日
:
＝
平
成
20
年
２
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児

８
月
24
日
8

、

乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
を
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
1
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【楽しく元気に・低学年の子どもたちも頑張っています】

雅(みやび)スポーツ少年団 団員を募集中

小学生女子ソフトボールチーム・

雅(みやび)スポーツ少年団では「楽

しく元気に」をモットーに、低学年

の子どもたちにもソフトボールを楽

しんでもらえるよう心がけながら、

町内外の小学校３～６年生女子10人

で活動しています。

雅スポ少では、次のとおり団員を

随時募集しています。皆さん、ぜひ

雅スポ少の活動にご参加ください。

■対象 小学校１～５年生の女子

■練習日・場所 毎週土曜日の午後０時30分～４時30分・日曜日の午前８時30分～午

後０時30分、明和中学校第２グラウンド

※練習の見学や入団等について、詳しくは雅スポーツ少年団代表の松下さん（155・

3465）へお問い合わせください。

雅(みやび)スポ少の団員たち。写真は同スポ少提供

【
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
】

ご
存
じ
で
す
か

中
退
共
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
制
度
）
は
、
安
心
と
信

頼
の
「
国
の
退
職
金
制
度
」
で
す
。

■
国
か
ら
掛
金
の
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
■
掛
金
は
全
額
非
課
税

で
、
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
外
部
積
立
型
な
の
で
、
管
理
が

簡
単
で
す
。
■
適
格
退
職
年
金
制

度
か
ら
移
行
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
　
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
H
代

表
０
３
・
３
４
３
６
・
０
１
５

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

８
月
18
日
9

午
後
６

時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で

に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
２
階
情
報
資
料
室
（
松
阪
市

本
町
２
１
７
６
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）
、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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お知らせ
広報めいわ　　 ８月号

平成23年
(2011年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告を
次のとおり募集しています。有料広告の掲載申し込みは、原則とし
て年度内分・掲載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月５日
に締め切ります。募集要件など詳細内容については、総務課情報係
（152・7111）へお問い合わせください。
【毎月の広告枠の大きさ・広報紙発行１回あたりの掲載料金】
■裏表紙面（４色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 7,000円

②縦4.35cm×横18cm＝14,000円
■中　　面（２色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 5,000円

②縦4.35cm×横18cm＝10,000円

明 和 町 広 報 紙 有 料 広 告 掲 載 の 募 集

＝まずは お気軽にご相談ください＝
【児童虐待相談窓口】

■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■中勢児童相談所　　　　　　　1059・231・5666

【ＤＶ(ドメスティック・バイオレンス)相談窓口】

■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■配偶者暴力相談支援センター　1059・231・5600

■警察安全相談電話　 1059・224・9110 ♯9110

■松阪警察署　　　　　　　　　10598・53・0110

■松阪保健福祉事務所　　　　　10598・50・0520

※お気軽に、まずはお電話してください。

●９月12日に「いつきのみや十五夜観月会」
恒例の「いつきのみ

や十五夜観月会」を開

催します。

旧暦８月15日の夕

べ、中秋の名月を楽し

みませんか。当日は、

雅楽演奏会や竹のラン

プアート展示、斎宮市

のほか、体験館横の歴

史ロマン広場で2,000本のろうそくに灯をともし、幻想的な

雰囲気を演出します。皆さん、多数ご参加ください。

■日時 ９月12日(月) 午後５時30分～８時30分

■場所 いつきのみや歴史体験館、歴史ロマン広場

■内容　2,000本のろうそく点灯、雅楽演奏会（観月の儀、

斎王登場、月舞い等）、竹のランプアート展示、さいく

う市、野点ほか

※雨天の場合、野外で行う催しは中止します。

■参加 無料

※観月会当日、2,000本のろうそく点灯にご協力いただく

「点灯サポーター（当日の午後５時から受け付け、先着50人）」

を募集します。詳しくは、いつきのみや歴史体験館

（H52・3890）へお問い合わせください。

前回の十五夜観月会の様子

いつきのみや歴史体験館からお知らせ
●読み聞かせ
ふるさと会館では、子どもたちを対象とした「読み聞

かせ」を次のとおり行います。楽しいお話がたくさんあ

ります。皆さん、お気軽にご参加ください。

【ふるさと会館スタッフの読み聞かせ①】

■日時と場所 ８月13日(土) 午後２時～、１階児童室

【ふるさと会館スタッフの読み聞かせ②】

■日時と場所 ８月25日(木) 午前11時～、１階児童室

【おはなし小槌(こづち)の読み聞かせ】

■日時と場所　８月28日(日) 午後２時～、１階児童室

■内容 絵本「すっ すっ はっ はっ こ・きゅ・う」「ば

あちゃんのおなか」、紙芝居「かるかやバレーがっこう」

●ワークショップ「紙ねんどdeかき氷を作ろう」
■日時 ８月11日(木) 午前10時～正午

■対象と定員、参加費 全年齢（小学生未満の人は保護

者同伴でお願いします）、15人、500円

※事前申し込みが必要です。当日の持ち物は不要です。

詳しくは、ふるさと会館へお問い合わせください。

●歴史民俗資料館「老人会趣味の作品展」
■期間と時間 ８月９日(火)まで、①平日＝午前９時30

分～午後７時、②土・日曜日、祝日＝午前９時30分～

午後５時30分

■場所 ２階特別展示コーナー

●歴史民俗資料館「昆虫大集合～世界の昆虫展」
松阪市の刀根定良さん所有の昆虫標本・世界各地のカ

ブトムシやチョウ、トンボなど約800点を展示します。

■期間と時間 ８月16日(火)～28日(日)、時間は上記

「老人会趣味の作品展」と同じ

■場所 ２階特別展示コーナー

※開催期間中の８月20日(土)午後２時から、刀根さんの

「楽しく、勉強になる昆虫のお話を聞く会」を開催します。

昆虫の育て方も教えてもらいますので、昆虫を飼ってい

る人は必要に応じて昆虫を持参してください。

●小学生職業体験を募集中
ふるさと会館では、小学生の皆さんの職業体験を募集

しています。希望する人は、所定の応募用紙に必要事項

を記入のうえ、ふるさと会館１階図書館窓口に提出して

ください。詳しくは、ふるさと

会館へお問い合わせください。

●８月の休館日 ８月１日

(月)、８日(月)、15日(月)、22

日(月)、29日(月)、31日(水)

※各催し等について、詳しくは

ふるさと会館（152・7131）へ

お問い合わせください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ
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【明和町ホームページ】
\h t t p : / /www . t own .m e iw a . m i e . j p /

【明和町Eメールアドレス】
Ns o umu@ t own .m i e - m e iw a . l g . j p（総務課）

広
報
め
い
わ
No.526  平

成
23年

(2011年
) ８
月
号

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

【放送時間・番組】 【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

８月25日(木) 
        ～31日(水)

８月11日(木) 
        ～17日(水)

７月28日(木) 
　 ～８月３日(水)

８月４日(木) 
        ～10日(水)

明和ニュース：①ふるさと会館特別展 老人会趣味の作 
品展、②人権センター 夕涼み会、ほか 
コラム：明和町役場各課紹介「総務課」 
特　集：スポーツ少年団紹介７ 
 

８月18日(木) 
        ～24日(水)

明和ニュース：①大淀祗園祭りと花火大会、②三重県 
南勢電設協同組合明和ブロック防犯灯点検・修繕、ほか 
コラム：明和町各課紹介「政策課」 
特　集：大淀祗園祭りと花火大会 

明和ニュース：①第29回斎王まつりフォトコンテスト、 
②サマーカーニバルin大淀、ほか 
コラム：こだわりびと１（協力：明和町商工会） 
特　集：老人クラブ連合会 ミニ運動会 

明和ニュース：①みいとフェスタ相撲大会と納涼大会、 
②明和町保護司会 中学生の社会参加活動、ほか 
コラム：斎王が振り返る 第29回斎王まつり 
特　集：老人クラブ連合会 ミニ運動会 

明和ニュース：ニュース総集編 

明和町行政チャンネル番組表 ７月28日(木)正午～８月31日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週
木曜日の正午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合があります
ので、ご了承ください。詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合わせください。

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時 ①８月９日(火)、②９月13日(火) 時間は、各日

とも午前10時～正午・午後１時～３時

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、産業課企業誘致商工観光係（152・7138）
へお問い合わせください。

８月と９月の「消費生活相談」窓口の開設

■日時と内容 ①８月１日(月) 午前９時30分～正午＝行

政相談・心配ごと相談、②８月15日(月) 午後１時30分

～４時＝心配ごと相談、③９月５日(月) 午前９時30分

～正午＝行政相談・心配ごと相談、④９月20日(火) 午

後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（152・7056）へお
問い合わせください。

８月と９月の行政相談・心配ごと相談

発
行
日
：
平
成
2
3
年
８
月
１
日

発
　
行
：
三
重
県
明
和
町

〒
515-0332

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
TEL：

0596-52-7111(総
務
課
)
FAX：

0596-52-7133(役
場
庁
舎
２
階
)

（有料広告）


